
(57)【要約】

【課題】農薬等を使用することなく除草・殺虫殺菌作業

を行ない、中耕作業も行なう圃場走行装置を提供するこ

とを課題とする。

【解決手段】圃場走行装置１は、二枚の板部６ａ，６ｂ

及び、板部を支持する四本の支持柱１０を主に有する装

置本体３と、装置本体３の両側面に設置されるクローラ

２と、クローラ２に駆動力を供給するモータ７ａ，７ｂ

と、モータ７ａ，７ｂに接続され、種々の制御を行なう

コントロール部３０と、コントロール部３０に接続され

、圃場走行装置１の周辺に存在する農作物等を検出する

センサＳ１と、モータ７ａ，７ｂ、センサＳ１、及びコ

ントロール部３０に電力を供給する電池８とを主に具備

し、予めプログラムされた走行経路に基づいて自立走行

可能に構成されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 装 置 本 体 と 、
　 前 記 装 置 本 体 に 設 置 さ れ 、 農 作 物 が 育 成 さ れ る 水 田 及 び 畑 地 を 含 む 圃 場 内 で 前 記 装 置 本
体 を 移 動 可 能 に 走 行 さ せ る 走 行 手 段 と 、
　 前 記 走 行 手 段 に 前 記 装 置 本 体 を 走 行 さ せ る 駆 動 力 を 供 給 す る 駆 動 手 段 と 、
　 前 記 駆 動 手 段 と 接 続 し 、 前 記 走 行 手 段 の 走 行 方 向 及 び 走 行 速 度 に 係 る 制 御 を 行 な う 走 行
駆 動 制 御 手 段 と 、
　 前 記 圃 場 の 土 壌 に 生 育 す る 雑 草 及 び 病 害 虫 を 含 む 生 育 阻 害 対 象 を 、 前 記 走 行 手 段 に よ っ
て 土 壌 に 押 付 け 、 前 記 生 育 阻 害 対 象 を 排 除 し て 繁 殖 を 抑 え る 繁 殖 抑 制 手 段 と
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 圃 場 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 走 行 手 段 は 、
　 前 記 圃 場 内 を 走 行 す る 際 に 、 前 記 土 壌 を 攪 拌 す る 土 壌 攪 拌 手 段 を さ ら に 具 備 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 圃 場 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 装 置 本 体 は 、
　 前 記 農 作 物 の 生 育 状 況 に 応 じ 、 本 体 底 面 部 の 高 さ 位 置 を 調 整 す る 高 さ 調 整 手 段 を さ ら に
具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 圃 場 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 装 置 本 体 及 び 前 記 走 行 手 段 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 は 、
　 前 記 走 行 手 段 に よ っ て 前 記 圃 場 を 走 行 す る 際 に 、 接 触 若 し く は 間 接 的 に 接 触 す る こ と に
よ り 、 前 記 農 作 物 に 振 動 を 与 え る 振 動 付 与 手 段 を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 圃 場 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 圃 場 内 に お け る 相 対 的 若 し く は 絶 対 的 な 位 置 を 示 す 装 置 位 置 情 報 、 前 記 圃 場 内 で 植
生 さ れ る 前 記 農 作 物 若 し く は 前 記 走 行 手 段 の 走 行 に 支 障 を 来 す 可 能 性 の 高 い 障 害 物 の 少 な
く と も い ず れ か を 含 む 装 置 外 部 情 報 、 及 び 前 記 走 行 手 段 、 前 記 駆 動 手 段 、 若 し く は 前 記 走
行 駆 動 手 段 の 少 な く と も い ず れ か の 状 態 を 含 む 装 置 内 部 情 報 の 少 な く と も い ず れ か 一 つ を
検 出 可 能 な 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 前 記 装 置 位 置 情 報 、 前 記 装 置 外 部 情 報 、 及 び 前 記 装 置
内 部 情 報 の 少 な く と も い ず れ か 一 つ に 基 づ い て 前 記 圃 場 及 び 装 置 内 部 の 状 況 を 認 識 す る 状
況 認 識 手 段 と 、
　 前 記 圃 場 を 走 行 す る た め の 前 進 、 後 進 、 右 進 、 及 び 左 進 を 少 な く と も 含 む 基 本 的 な 駆 動
パ タ ー ン が 記 憶 さ れ た 駆 動 パ タ ー ン 記 憶 手 段 と
を さ ら に 具 備 し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 走 行 駆 動 制 御 手 段 は 、
　 前 記 状 況 認 識 手 段 に よ っ て 認 識 さ れ た 前 記 圃 場 の 状 況 、 及 び 前 記 駆 動 パ タ ー ン に 基 づ い
て 前 記 駆 動 手 段 を 制 御 す る 駆 動 パ タ ー ン 制 御 手 段 を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 圃 場 走 行 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 圃 場 走 行 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 水 田 や 畑 地 等 の 圃 場 内 を 自 在 に 走 行 可
能 に 形 成 さ れ 、 圃 場 内 の 中 耕 及 び 病 害 虫 駆 除 を 行 な う こ と の 可 能 な 圃 場 走 行 装 置 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 農 作 物 の 栽 培 に お い て は 、 「 イ ネ ド ロ オ イ ム シ 」 ， 「 イ ネ ハ モ グ リ バ エ 」 ， 「 セ ジ ロ ウ
ン カ 」 、 そ し て 「 ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ 」 等 の 病 害 虫 の 発 生 、 繁 殖 、 移 動 を 阻 害 す る こ と や 、
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茎 葉 へ の 病 害 で あ る 「 い も ち 病 」 ， 「 も ん 枯 病 」 等 の 病 原 菌 の 侵 入 を 阻 害 す る こ と 、 そ し
て 雑 草 を 取 り 除 く こ と は 、 健 全 で 良 質 な 農 作 物 を 育 成 す る た め に は 欠 か す こ と の で き な い
作 業 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 作 業 の 一 種 と し て 、 農 作 物 の 播 種 若 し く は 移 植 か ら 生 育 中 期 ま で 期 間 に 、
硬 く な っ た 土 壌 の 表 面 を 軽 く 掻 き 起 こ し て 農 作 物 の 根 に 酸 素 を 送 っ た り 、 農 作 物 の 周 囲 に
生 え る 雑 草 を 取 り 除 き 農 作 物 へ の 日 当 た り や 風 通 し を 改 善 し た り 、 農 作 物 に 付 着 す る 病 害
虫 を 取 り 除 い た り す る こ と が 挙 げ ら れ 、 こ の 作 業 は 「 中 耕 」 と 呼 ば れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 中 耕 を 行 な う 方 法 と し て は 、 中 耕 機 や 耕 耘 機 等 の 農 機 具 を 利 用 し た り 、 あ る い は 除
草 剤 、 防 虫 剤 、 殺 虫 殺 菌 剤 等 の 農 薬 を 土 壌 に 対 し て 直 接 散 布 す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 こ れ
に よ り 、 農 機 具 に よ り 強 制 的 に 土 壌 を 起 こ し た り 、 農 薬 に よ っ て 雑 草 や 病 害 虫 な ど の 農 作
物 の 生 育 に 影 響 を 及 ぼ す 生 育 阻 害 要 因 （ 生 育 阻 害 対 象 ） を 物 理 的 に 排 除 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 に 水 稲 栽 培 に お い て 、 近 年 で は 「 合 鴨 農 法 」 と 呼 ば れ る 鳥 類 の 一 種 で あ る 合 鴨
の 特 性 を 利 用 す る も の が 知 ら れ て い る 。 具 体 的 に 説 明 す る と 、 こ の 合 鴨 農 法 と は 、 合 鴨 が
水 田 の 中 に 存 在 す る 雑 草 や 病 害 虫 等 を 稲 よ り 好 ん で 食 す る 特 性 を 利 用 し た も の で あ り 、 水
田 に 複 数 の 合 鴨 を 放 し 飼 い に す る こ と に よ り 、 合 鴨 に 雑 草 や 病 害 虫 等 を 食 べ さ せ る も の で
あ る 。 さ ら に 、 合 鴨 が 水 田 の 中 を 移 動 す る 際 に 水 か き で 土 壌 を 掻 き 回 す こ と と な り 、 稲 の
根 に 充 分 な 酸 素 を 供 給 す る こ と が で き る 。 ま た 、 合 鴨 か ら 排 出 さ れ る 糞 等 の 排 泄 物 は 、 そ
の ま ま 稲 の 生 育 の た め の 肥 料 と な り 、 さ ら に 生 育 の 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 こ れ に よ
り 、 除 草 剤 等 の 農 薬 を 使 用 す る こ と の な い 無 農 薬 の 米 を 生 産 す る こ と が で き る た め 、 係 る
合 鴨 農 法 は 、 非 常 に 優 れ た 農 法 の ひ と つ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の 従 来 技 術 は 、 公 然 に 実 施 さ れ て い る も の で あ り 、 出 願 人 は 、 こ の 従 来 技 術 が 記 憶
さ れ た 文 献 を 、 本 願 出 願 時 に お い て は 知 見 し て い な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 し た 中 耕 の 際 に 農 薬 を 使 用 す る 場 合 に は 、 例 え ば 、 年 に 約 ２ 回 、 １
０ ア ー ル の 圃 場 に 対 し て １ ～ ３ キ ロ グ ラ ム の 除 草 剤 を 散 布 し 、 年 に ４ ～ ６ 回 、 １ ０ ア ー ル
の 圃 場 に 対 し て １ ～ ４ キ ロ グ ラ ム の 殺 虫 殺 菌 剤 を 散 布 す る こ と を 要 す る こ と が あ っ た 。 一
方 、 近 年 は 消 費 者 に よ る 食 品 の 安 全 性 へ の 関 心 が 高 ま っ て い た 。 そ の 結 果 、 農 薬 を 使 用 し
た 農 作 物 は 敬 遠 さ れ 、 農 薬 を 使 用 し な い 有 機 栽 培 （ 無 農 薬 ） に よ る 農 作 物 を 好 む 傾 向 が 強
く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 中 耕 機 や 耕 耘 機 等 の 農 機 具 を 使 用 す る 場 合 に は 、 農 家 等 に と っ て 、 農 機 具 を 購 入
す る 等 の 設 備 費 が 金 銭 的 に 大 き な 負 担 と な っ て い た 。 さ ら に 、 兼 業 農 家 の 多 い 現 在 で は 、
こ れ ら の 作 業 に 非 常 に 多 く の 時 間 を 要 し 、 時 間 的 な 面 で 多 大 な 負 担 を 作 業 者 に 対 し て 強 い
る こ と と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ ら に 対 し 、 水 稲 栽 培 に お け る 合 鴨 農 法 は 、 前 述 し た 農 薬 の 散 布 を 行 な う 必 要 が な く
、 ま た 原 則 と し て 合 鴨 を 水 田 に 放 し 飼 い に す る だ け で 作 業 者 に 対 し て 時 間 的 及 び 肉 体 的 な
負 担 を そ れ ほ ど 強 い る こ と は な か っ た 。 し か し な が ら 、 合 鴨 農 法 を 行 な う た め に は 、 複 数
羽 の 合 鴨 を 農 家 で 飼 育 す る た め 、 こ れ ら の 飼 育 費 用 や 飼 育 に 係 る 作 業 が 新 た に 必 要 で あ っ
た 。 さ ら に 、 合 鴨 を 狐 や カ ラ ス 等 の 外 敵 か ら 保 護 す る た め の 電 気 柵 や ネ ッ ト 等 の 施 設 及 び
設 備 が 必 要 に な る こ と が あ っ た 。 ま た 、 農 作 物 が 病 害 に 遭 っ た 場 合 で も 、 合 鴨 を 放 し 飼 い
に し た 状 態 で は 農 薬 を 散 布 す る こ と が で き ず 、 合 鴨 を 水 田 か ら 引 き 上 げ た 状 態 に し な け れ
ば 農 薬 等 に よ る 病 害 の 対 処 が 行 な え な い 等 の 問 題 点 が 生 じ て い た 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 実 情 に 鑑 み 、 農 薬 を 用 い な い 除 草 、 病 害 虫 防 除 、 そ し て 中 耕 作
業 を 行 な う こ と を 可 能 と し 、 農 薬 を 用 い な い こ と に よ り 、 消 費 者 が 望 む 有 機 栽 培 に よ る 農
作 物 の 栽 培 が 可 能 な 圃 場 走 行 装 置 の 提 供 を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 は 、 「 装 置 本 体 と 、 前 記 装 置 本 体 に 設
置 さ れ 、 農 作 物 が 育 成 さ れ る 水 田 及 び 畑 地 を 含 む 圃 場 内 で 前 記 装 置 本 体 を 移 動 可 能 に 走 行
さ せ る 走 行 手 段 と 、 前 記 走 行 手 段 に 前 記 装 置 本 体 を 走 行 さ せ る 駆 動 力 を 供 給 す る 駆 動 手 段
と 、 前 記 駆 動 手 段 と 接 続 し 、 前 記 走 行 手 段 の 走 行 方 向 及 び 走 行 速 度 に 係 る 制 御 を 行 な う 走
行 駆 動 制 御 手 段 と 、 前 記 圃 場 の 土 壌 に 生 育 す る 雑 草 及 び 病 害 虫 を 含 む 生 育 阻 害 対 象 を 、 前
記 走 行 手 段 に よ っ て 土 壌 に 押 付 け 、 前 記 生 育 阻 害 対 象 を 排 除 し て 繁 殖 を 抑 え る 繁 殖 抑 制 手
段 と を 具 備 す る 」 も の か ら 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 走 行 手 段 と は 、 圃 場 内 で 装 置 本 体 を 移 動 さ せ る こ と が 可 能 な も の で あ り 、 例 え ば
、 装 置 本 体 の 両 端 に 設 置 さ れ る タ イ ヤ や 、 一 対 の 駆 動 輪 及 び 従 動 輪 に ベ ル ト が 巻 き 掛 け て
な る ク ロ ー ラ な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ こ で 、 圃 場 は 一 般 に 凹 凸 や 起 伏 が 激 し か っ た り 、 あ る
い は 水 田 等 の よ う に 泥 で ぬ か る ん だ 状 態 に あ る こ と が 多 い 。 そ こ で 、 こ の よ う な 悪 路 で あ
っ て も 、 装 置 本 体 を 自 在 に 移 動 可 能 に 走 行 さ せ る た め に 、 特 に 安 定 性 の 高 い ク ロ ー ラ タ イ
プ の も の を 採 用 す る こ と が 特 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 駆 動 手 段 と は 、 走 行 手 段 に 駆 動 力 を 供
給 す る も の で あ り 、 例 え ば 、 モ ー タ 、 エ ン ジ ン 等 、 及 び モ ー タ 等 の 回 転 を ク ロ ー ラ 等 に 伝
達 す る た め の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン 、 駆 動 ギ ア 、 及 び 駆 動 ベ ル ト の よ う な も の を 含 む 構 成 の
も の が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 走 行 駆 動 制 御 手 段 と は 、 駆 動 手 段 の 駆 動 力 を 変 化 さ せ る こ と に
よ り 走 行 手 段 の 走 行 速 度 を 変 更 し た り 、 方 向 転 換 を 行 っ た り す る も の で あ る 。 こ こ で 、 駆
動 力 を 変 化 さ せ る 操 作 を 行 な う た め に は 、 例 え ば 、 有 線 に よ っ て 電 気 的 に 圃 場 走 行 装 置 （
特 に 、 装 置 本 体 若 し く は 走 行 駆 動 制 御 手 段 ） に 接 続 し た コ ン ト ロ ー ラ や 、 無 線 に よ っ て 圃
場 走 行 装 置 の 制 御 を 行 な う 無 線 用 の コ ン ト ロ ー ラ 等 が 挙 げ ら れ る 。 そ し て 、 こ れ ら 三 つ の
手 段 に よ り 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 は 圃 場 内 を 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 繁 殖 抑 制 手 段 と は 、 圃 場 走 行 装 置 が 走 行 す る 際 に 、 走 行 経 路 に 生 育 す る 雑 草 や 病
害 虫 を タ イ ヤ や ク ロ ー ラ 等 の 走 行 手 段 に よ っ て 土 壌 に 押 付 け 、 そ れ 以 降 の 繁 殖 を 抑 え る こ
と が 可 能 な も の で あ る 。 こ こ で 、 雑 草 等 の 植 物 あ る い は 病 害 虫 は 、 あ る 程 度 の 重 量 が あ る
圃 場 走 行 装 置 に 踏 ま れ る と 、 茎 等 が 折 れ た り 、 葉 等 が 土 壌 に 埋 没 さ せ ら れ た り 、 病 害 虫 の
場 合 は 土 壌 に 押 付 け ら れ る こ と が 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 に よ れ ば 、 装 置 本 体 は 、 装 置 本 体 に 設 置 さ れ る 走 行
手 段 に 、 駆 動 手 段 か ら の 駆 動 力 が 供 給 さ れ 、 走 行 駆 動 制 御 手 段 に よ る 制 御 を 受 け る こ と に
よ り 、 ス タ ッ ク 等 を 起 こ す こ と な く 、 安 定 し て 圃 場 内 を 走 行 す る こ と が で き る 。 こ の と き
、 走 行 経 路 に 生 育 す る 雑 草 及 び 病 害 虫 は 、 ク ロ ー ラ 等 に よ っ て 圧 迫 さ れ 、 押 し 倒 さ れ た り
、 土 壌 に 押 付 け ら れ る 。 そ の 結 果 、 雑 草 及 び 病 害 虫 は 土 壌 に 押 付 け ら れ 、 ま た は 土 壌 に 埋
没 さ せ ら れ る 。 こ れ に よ っ て 、 雑 草 の 生 育 を 阻 害 し 、 枯 死 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 そ し
て 、 雑 草 を 取 り 除 く こ と に よ り 、 農 作 物 へ の 日 当 た り や 風 通 し は 改 善 さ れ 、 ま た 、 土 壌 中
の 養 分 を 雑 草 に 吸 収 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と も 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 農 作 物 の 生 育 が
良 好 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 は 、 「 前 記 走 行 手 段 は 、 前 記 圃 場 内 を 走 行 す る 際 に 、 前 記
土 壌 を 攪 拌 す る 土 壌 攪 拌 手 段 を さ ら に 具 備 す る 」 も の で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 土 壌 攪 拌 手 段 と は 、 走 行 手 段 が 走 行 経 路 の 土 壌 表 面 に 沈 み 込 み 、 走 行 す る 際 に
土 壌 を 掻 き 起 こ し な が ら 進 行 す る も の を い い 、 例 え ば 、 回 転 運 動 に よ っ て 表 面 で 土 壌 を 掻
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き 起 こ す タ イ ヤ や ク ロ ー ラ 等 が 相 当 す る 。 な お 、 攪 拌 手 段 は 特 に 、 走 行 手 段 が 土 壌 表 面 に
沈 み 込 み や す い 水 田 等 の 水 分 を 多 く 含 ん だ 土 壌 や 、 柔 ら か い 土 壌 の 圃 場 で 使 用 さ れ る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 に よ れ ば 、 走 行 手 段 の 設 置 面 の 土 壌 を 、 走 行 手 段 が
具 備 す る 土 壌 攪 拌 手 段 に よ っ て 掻 き 起 こ し な が ら 走 行 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ の と き 、
掻 き 起 こ さ れ た 土 壌 は 空 気 及 び 水 と 混 ぜ 合 わ さ れ る 。 こ れ に よ り 、 圃 場 内 の 土 壌 を 水 や 酸
素 を 含 ん だ 柔 ら か い 状 態 に す る こ と が で き る と と も に 、 土 壌 中 の 有 機 物 が 還 元 分 解 さ れ る
こ と に よ り 発 生 す る 土 壌 中 の メ タ ン ガ ス 、 硫 化 水 素 ガ ス 等 の 有 毒 ガ ス を 外 部 に 排 出 し 、 農
作 物 の 生 育 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 水 田 に お い て は 、 水 田 中 の 水 を 攪 拌 す る こ
と に よ り 土 壌 が 懸 濁 さ れ 、 水 田 に 生 育 す る 雑 草 の 光 合 成 を 阻 害 し 、 生 長 や 繁 殖 を 阻 害 す る
こ と も で き る 。 な お 、 圃 場 走 行 装 置 を 、 土 壌 が 硬 い 圃 場 に お い て 使 用 す る 場 合 に は 、 硬 い
土 壌 で あ っ て も 土 壌 表 面 に 沈 み 込 み や す い 突 起 物 等 を 走 行 手 段 の 表 面 に 設 け る こ と が 特 に
望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 は 、 「 前 記 装 置 本 体 は 、 本 体 底 面 部 の 高 さ 位 置 を 調 整 す る
高 さ 調 整 手 段 を さ ら に 具 備 す る 」 も の で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 走 行 手 段 が 圃 場 内 を 走 行 す る 場 合 、 装 置 本 体 が 圃 場 内 に 植 生 さ れ る 農 作 物 に 衝
突 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の た め 、 装 置 本 体 の 本 体 底 面 部 を 前 述 の 農 作 物 に 衝 突 す る こ と な
く 、 農 作 物 の 上 方 を 通 過 す る 高 さ に 調 整 可 能 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 高 さ 調 整 手 段 と は 、 装 置 本 体 の 、 特 に 本 体 底 面 部 の 高 さ 位 置 を 農 作 物 の 背 丈 に
合 わ せ 調 整 で き る も の で あ り 、 例 え ば 、 圃 場 走 行 装 置 の 装 置 本 体 が 走 行 手 段 に 対 し て 支 持
軸 で 支 持 さ れ 、 固 定 さ れ て い る 場 合 に 、 装 置 本 体 を 支 持 軸 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ 、 所 望 の
高 さ で 固 定 で き る よ う に 、 装 置 本 体 を 固 定 す る た め の 固 定 部 が 支 持 軸 の 複 数 の 高 さ に 設 け
ら れ て い る も の 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 に よ れ ば 、 圃 場 走 行 装 置 を 、 圃 場 内 で 走 行 さ せ る 場
合 に 、 圃 場 の 農 作 物 の 種 類 や 生 育 状 況 等 に 応 じ て 、 装 置 本 体 の 高 さ を 変 化 さ せ る こ と が で
き る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 は 、 装 置 本 体 を 農 作 物 に 衝 突 さ せ る こ と な く 走
行 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 装 置 本 体 の 一 部 が 農 作 物 に 接 触 し て 茎 を 折 る 等 、 農 作 物
を 傷 付 け る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 は 、 「 前 記 装 置 本 体 及 び 前 記 走 行 手 段 の 少 な く と も い ず れ
か 一 方 は 、 前 記 走 行 手 段 に よ っ て 前 記 圃 場 を 走 行 す る 際 に 、 接 触 若 し く は 間 接 的 に 接 触 す
る こ と に よ り 、 前 記 農 作 物 に 振 動 を 与 え る 振 動 付 与 手 段 を さ ら に 具 備 す る 」 も の で あ っ て
も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 振 動 付 与 手 段 と は 、 圃 場 走 行 装 置 が 圃 場 内 を 走 行 す る 際 に 、 周 辺 の 農 作 物 に 直
接 的 若 し く は 間 接 的 に 接 触 し て 、 振 動 さ せ る も の で あ り 、 例 え ば 、 装 置 本 体 が 振 動 付 与 手
段 と し て 農 作 物 に 接 触 す る も の や 、 農 作 物 に 接 触 す る 接 触 部 を 装 置 に 取 付 け た も の 、 ま た
は 、 水 田 の 場 合 に は 、 走 行 手 段 に よ っ て 起 こ さ れ た 水 波 が 波 紋 と な っ て 農 作 物 に 接 触 し 、
間 接 的 に 振 動 さ せ る も の 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 に よ れ ば 、 振 動 付 与 手 段 を 農 作 物 に 接 触 さ せ る こ と
に よ り 農 作 物 を 振 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 農 作 物 の 茎 葉 に 生 息 す る 病 害 虫 を
農 作 物 か ら 落 下 さ せ た り 、 露 及 び 降 雨 等 に よ り 、 農 作 物 の 茎 葉 に 付 着 し た 水 滴 を 落 下 さ せ
る こ と が で き る 。 こ こ で 、 農 作 物 に 発 生 す る 病 害 の 多 く は 水 を 媒 介 と し て 伝 搬 す る た め 、
農 作 物 に 適 当 な 振 動 を 付 与 す る こ と は 当 該 病 害 を 防 ぐ た め に 有 効 な 手 段 と い え る 。 こ れ に
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よ り 、 農 作 物 を 病 害 虫 や 病 害 に よ る 被 害 か ら 守 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 は 、 「 前 記 圃 場 内 に お け る 相 対 的 若 し く は 絶 対 的 な 位 置 を
示 す 装 置 位 置 情 報 、 前 記 圃 場 内 で 植 生 さ れ る 前 記 農 作 物 若 し く は 前 記 走 行 手 段 の 走 行 に 支
障 を 来 す 可 能 性 の 高 い 障 害 物 の 少 な く と も い ず れ か を 含 む 装 置 外 部 情 報 、 及 び 前 記 走 行 手
段 、 前 記 駆 動 手 段 、 若 し く は 前 記 走 行 駆 動 手 段 の 少 な く と も い ず れ か の 状 態 を 含 む 装 置 内
部 情 報 の 少 な く と も い ず れ か 一 つ を 検 出 可 能 な 検 出 手 段 と 、 前 記 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ
れ た 前 記 装 置 位 置 情 報 、 前 記 装 置 外 部 情 報 、 及 び 前 記 装 置 内 部 情 報 の 少 な く と も い ず れ か
一 つ に 基 づ い て 前 記 圃 場 及 び 装 置 内 部 の 状 況 を 認 識 す る 状 況 認 識 手 段 と 、 前 記 圃 場 を 走 行
す る た め の 前 進 、 後 進 、 右 進 、 及 び 左 進 を 少 な く と も 含 む 基 本 的 な 駆 動 パ タ ー ン が 記 憶 さ
れ た 駆 動 パ タ ー ン 記 憶 手 段 と を さ ら に 具 備 し て 構 成 さ れ 、 前 記 走 行 駆 動 制 御 手 段 は 、 前 記
状 況 認 識 手 段 に よ っ て 認 識 さ れ た 前 記 圃 場 の 状 況 、 及 び 前 記 駆 動 パ タ ー ン に 基 づ い て 前 記
駆 動 手 段 を 制 御 す る 駆 動 パ タ ー ン 制 御 手 段 を さ ら に 具 備 す る こ と 」 を 特 徴 と す る も の で あ
っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 検 出 手 段 と は 、 例 え ば 、 衛 星 か ら の 信 号 に 基 づ い て 圃 場 内 の 圃 場 走 行 装 置 の 現
在 位 置 を 検 出 す る Ｇ Ｐ Ｓ （ Ｇ ｌ ｏ ｂ ａ ｌ 　 Ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ｉ ｎ ｇ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） 装 置
、 超 音 波 の 送 受 信 に よ っ て 圃 場 走 行 装 置 の 周 辺 に 存 在 す る 物 体 を 検 出 す る 検 出 装 置 、 ま た
は 走 行 手 段 や 駆 動 手 段 の 現 在 の 状 態 等 を 示 す デ ー タ を 検 出 す る 検 出 回 路 等 が 挙 げ ら れ る 。
ま た 、 状 況 認 識 手 段 と は 、 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 、 圃 場 内 の 状 況 及
び 圃 場 走 行 装 置 の 駆 動 状 況 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 把 握 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 駆 動 パ タ ー ン 制 御 手 段 と は 、 走 行 手 段 に 供 給 す る 駆 動 力 を 調 節 す る こ と に よ り 、
駆 動 パ タ ー ン に 応 じ た 動 作 を 採 る よ う に 駆 動 手 段 を 制 御 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 に よ れ ば 、 圃 場 内 に お け る 穂 場 走 行 装 置 の 現 在 位 置
、 走 行 手 段 周 辺 の 物 体 、 ま た は 圃 場 走 行 装 置 内 の 状 態 を 検 出 し 、 係 る 検 出 情 報 に 基 づ い て
現 在 の 状 況 を 把 握 す る こ と に よ り 、 そ の 状 況 に 応 じ て 駆 動 手 段 を 適 切 に 制 御 し 、 進 路 変 更
等 を 行 な う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 農 作 物 が 整 列 し て 植 生 さ れ る 圃 場 に お い
て 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 を 使 用 す る 場 合 、 ひ と つ の 列 に 沿 っ て の 作 業 が 終 了 し た と き 、 圃
場 走 行 装 置 は 現 在 の 位 置 及 び 走 行 状 態 を 把 握 し 、 周 辺 に 存 在 す る 新 た な 列 の 農 作 物 の 位 置
を 検 出 し 、 次 の 駆 動 パ タ ー ン を 決 定 す る こ と に よ り 、 作 業 を 続 行 さ せ る こ と が 可 能 に な る
。 そ の 結 果 、 圃 場 内 に 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 を 設 置 す る こ と に よ り 、 圃 場 走 行 装 置 が 検 出
情 報 に 基 づ い て 駆 動 パ タ ー ン を 判 断 し 、 圃 場 内 を 走 行 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 作
業 者 が 操 作 す る 必 要 が な く 、 無 人 で 中 耕 除 草 作 業 を 行 な え る よ う に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 効 果 と し て 、 農 薬 や 農 機 具 等 を 使 用 せ ず に 、 農 作 物 が 育 成 さ れ る 水 田 及 び 畑 地
を 含 む 圃 場 内 で 発 生 す る 雑 草 及 び 病 害 虫 等 を 圃 場 走 行 装 置 に よ っ て 土 壌 に 押 付 け 、 農 作 物
に 付 着 す る 病 害 の 原 因 と な る 水 滴 や 病 害 虫 等 を 落 下 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り
、 消 費 者 が 求 め る 有 機 栽 培 の 農 作 物 の 提 供 が 可 能 に な り 、 か つ 農 作 業 者 の 負 担 を 軽 減 す る
こ と が 可 能 に な る 。 そ の た め 、 従 来 の 合 鴨 農 法 と 同 様 の 効 果 を 、 本 発 明 の 圃 場 走 行 装 置 １
に よ っ て 簡 易 に え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 圃 場 走 行 装 置 １ に つ い て 、 図 １ 乃 至 図 ６ に 基 づ い て 説 明
す る 。 こ こ で 、 図 １ は 本 実 施 形 態 の 圃 場 走 行 装 置 １ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 圃
場 走 行 装 置 １ の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ３ は 圃 場 走 行 装 置 １ の 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ
り 、 図 ４ は 圃 場 走 行 装 置 １ の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ５ は 圃 場 走 行 装 置 １ の 使 用 例 を
示 す 説 明 図 で あ り 、 図 ６ は 圃 場 走 行 装 置 １ に お け る コ ン ト ロ ー ル 部 ３ ０ の 機 能 的 構 成 を 示
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す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 圃 場 走 行 装 置 １ は 、 図 １ 乃 至 図 ５ に 示 す よ う に 、 二 枚 の 板 部 ６ ａ ， ６ ｂ 及
び 、 板 部 ６ ａ ， ６ ｂ を 上 下 に 積 層 し た 状 態 で 支 持 し 、 板 部 ６ ａ ， ６ ｂ に 対 し て 垂 設 さ れ た
四 本 の 支 持 柱 １ ０ か ら 主 に 構 成 さ れ る 装 置 本 体 ３ と 、 装 置 本 体 ３ の 両 側 面 に 支 持 柱 １ ０ を
介 し て 連 結 さ れ る 一 対 の ク ロ ー ラ ２ と 、 板 部 ６ ａ の 上 面 に 設 置 さ れ た モ ー タ ７ ａ ， ７ ｂ と
、 モ ー タ ７ ａ ， ７ ｂ に 接 続 さ れ 、 圃 場 走 行 装 置 １ の 走 行 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ル 部 ３ ０ と
、 コ ン ト ロ ー ル 部 ３ ０ に 接 続 さ れ 、 圃 場 走 行 装 置 １ の 周 辺 の 農 作 物 、 及 び 圃 場 走 行 装 置 １
の 走 行 に 支 障 を 来 す 可 能 性 の 高 い 障 害 物 の い ず れ か 一 方 を 検 出 す る セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ と 、
モ ー タ ７ ａ ， ７ ｂ 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ 、 及 び コ ン ト ロ ー ル 部 ３ ０ に 電 力 を 供 給 す る 電 池 ８
と か ら 主 に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 コ ン ト ロ ー ル 部 ３ ０ 及 び 電 池 ８ は 一 体 に 、 板 部 ６ ｂ の
上 面 に 設 置 さ れ て い る 。 こ こ で 、 一 対 の ク ロ ー ラ ２ が 本 発 明 に お け る 走 行 手 段 及 び 走 行 部
に 相 当 し 、 モ ー タ ７ ａ ， ７ ｂ が 本 発 明 に お け る 駆 動 手 段 に 相 当 し 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ が 本
発 明 に お け る 検 出 手 段 に 相 当 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 圃 場 走 行 装 置 １ は 、 コ ン ト ロ ー ル
部 ３ ０ に 基 づ い て 自 立 走 行 可 能 な も の を 提 示 す る （ 詳 細 は 後 述 す る ） 。 ま た 、 便 宜 上 、 図
３ 及 び 図 ５ に お け る 紙 面 左 方 側 を 圃 場 走 行 装 置 １ の 前 進 方 向 と し て 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 一 対 の ク ロ ー ラ の 構 成 に つ い て 、 図 ３ に 基 づ い て さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。 な お
、 一 対 の ク ロ ー ラ ２ は 、 左 右 同 一 の 構 成 を 成 す も の で あ り 、 こ こ で は 、 一 方 の ク ロ ー ラ ２
の 構 成 に つ い て 説 明 を 行 な う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 圃 場 走 行 装 置 １ に 用 い ら れ る ク ロ ー ラ ２ は 、 モ ー タ ７ ａ に 接 続 さ れ 、 駆 動
力 を 受 け て 回 転 す る 駆 動 輪 ４ と 、 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る 複 数 の 従 動 輪 ５ と 、 支 持 柱 １ ０ に
取 設 さ れ 、 従 動 輪 ５ を 保 持 す る フ レ ー ム ９ と 、 条 間 の 幅 を 超 え な い 横 幅 を 持 ち 、 駆 動 輪 ４
及 び 従 動 輪 ５ の 各 々 外 側 に 巻 き 掛 け ら れ る ク ロ ー ラ ベ ル ト １ ２ と か ら 主 に 構 成 さ れ て い る
。 こ の よ う に 、 駆 動 輪 ４ が モ ー タ ７ か ら 駆 動 力 を 供 給 さ れ て 回 転 す る こ と に よ り 、 従 動 輪
５ 及 び ク ロ ー ラ ベ ル ト １ ２ が 回 転 し 、 圃 場 走 行 装 置 １ は 走 行 す る こ と が で き る 。 な お 、 従
動 輪 ５ の 一 部 は 板 部 ６ ａ に 設 置 さ れ 、 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 モ ー タ ７ ａ ， ７ ｂ は 、 左 右 の ク ロ ー ラ ２ の 駆 動 輪 ４ に 各 々 接 続 さ れ る も の で あ
り 、 左 右 で 独 立 し て 駆 動 力 を 供 給 す る も の で あ る 。 こ の と き 、 モ ー タ ７ ａ ， ７ ｂ を 各 々 独
立 し て 制 御 す る こ と に よ り 、 左 右 の 駆 動 輪 ４ の 回 転 数 を 異 な ら せ る こ と が 可 能 で あ る 。 こ
れ に よ り 、 一 方 の 駆 動 輪 ４ の 回 転 数 に 対 し て 、 他 方 の 駆 動 輪 ４ の 回 転 数 を 少 な く し 、 圃 場
走 行 装 置 １ を 左 折 ま た は 右 折 さ せ る 制 御 が 可 能 に な る 。 な お 、 当 然 の こ と で は あ る が 、 左
右 の 駆 動 輪 ４ の 回 転 数 を 同 値 に す る こ と に よ り 、 圃 場 走 行 装 置 １ を 前 進 及 び 後 進 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 図 ２ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 板 部 ６ ａ ， ６ ｂ を 支 持 す る 支 持 柱 １ ０ に は 、 圃 場
に 対 す る 板 部 ６ ｂ の 高 さ Ｈ を 変 更 で き る よ う に 、 複 数 の ね じ 孔 部 １ １ が 設 け ら れ て い る 。
そ し て 、 板 部 ６ ｂ の ね じ 孔 部 １ １ に 当 接 す る 箇 所 に も ね じ 孔 部 （ 図 示 し な い ） が 設 け ら れ
て い る 。 こ の と き 、 板 部 ６ ｂ を 支 持 柱 １ ０ に 沿 っ て 所 望 の 高 さ 位 置 に ス ラ イ ド さ せ 、 支 持
柱 １ ０ の ね じ 孔 部 １ １ と 板 部 ６ ｂ の ね じ 孔 部 と の 位 置 を 整 合 さ せ 、 整 合 さ せ た 孔 部 に ね じ
１ ３ を 挿 入 す る こ と に よ り 板 部 ６ ｂ を 固 定 し 、 圃 場 に 対 す る 高 さ Ｈ を 変 更 す る こ と が 可 能
に な る 。 こ れ に よ り 、 圃 場 走 行 装 置 １ が 圃 場 を 走 行 す る 際 に 、 農 作 物 を 傷 付 け る こ と な く
、 茎 葉 を 振 動 さ せ る 程 度 に 接 触 す る 高 さ Ｈ に 板 部 ６ ｂ を 固 定 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、
板 部 ６ ｂ は 本 発 明 に お け る 振 動 付 与 手 段 に 相 当 し 、 ね じ 孔 １ １ は 本 発 明 に お け る 高 さ 調 整
手 段 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ に つ い て 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 圃 場 走 行 装
置 １ に 用 い ら れ る セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ は 、 超 音 波 式 の セ ン サ で あ り 、 検 出 方 向 に 向 け て 超 音
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波 を 発 信 し て か ら 、 対 象 物 か ら の 反 射 波 を 受 信 す る ま で の 時 間 を 計 測 す る こ と に よ り 、 対
象 物 と の 距 離 や 対 象 物 の 形 状 等 を 検 出 す る も の で あ る 。 こ の 超 音 波 式 の セ ン サ を 板 部 ６ ｂ
の 前 方 及 び 後 方 に 設 置 す る こ と に よ り 、 圃 場 走 行 装 置 １ の 走 行 方 向 に 存 在 す る 物 体 の 検 出
を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 圃 場 走 行 装 置 １ に お い て 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ か ら の 情 報 を 受 付 け 、
走 行 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ル 部 ３ ０ の 機 能 的 構 成 に つ い て 図 ６ に 基 づ い て さ ら に 詳 し く 説
明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 コ ン ト ロ ー ル 部 ３ ０ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ か ら の 情 報 に 基 づ い て 、
圃 場 の 状 況 を 認 識 す る 状 況 認 識 部 ３ １ と 、 圃 場 走 行 装 置 １ の 駆 動 パ タ ー ン ３ ２ が 複 数 記 憶
さ れ た 駆 動 パ タ ー ン 郡 ４ １ を 含 む 記 憶 部 ３ ３ と 、 状 況 認 識 部 ３ １ の 情 報 に 基 づ い て 、 駆 動
パ タ ー ン 郡 ４ １ か ら 駆 動 パ タ ー ン ３ ２ を 抽 出 す る 駆 動 パ タ ー ン 決 定 部 ３ ４ と 、 抽 出 さ れ た
駆 動 パ タ ー ン ３ ２ に 応 じ て 走 行 す る よ う 一 対 の ク ロ ー ラ ２ を 制 御 す る 駆 動 パ タ ー ン 制 御 部
３ ６ を 含 む 制 御 部 ３ ５ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 状 況 認 識 部 ３ １ は 本 発 明 に お け る
状 況 認 識 手 段 に 相 当 し 、 記 憶 部 ３ ３ は 本 発 明 に お け る 駆 動 パ タ ー ン 記 憶 手 段 に 相 当 し 、 制
御 部 ３ ５ は 本 発 明 に お け る 走 行 駆 動 制 御 手 段 に 相 当 し 、 駆 動 パ タ ー ン 制 御 部 ３ ６ は 本 発 明
に お け る 駆 動 パ タ ー ン 制 御 手 段 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 状 況 認 識 部 ３ １ は 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ か ら の 情 報 を 受 け 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ が
検 出 し た 物 体 が 農 作 物 で あ る か 、 走 行 に 支 障 を 来 す 可 能 性 の 高 い 障 害 物 で あ る か を 判 別 す
る 判 別 部 ４ ４ と 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ が 検 出 し た 物 体 と 圃 場 走 行 装 置 １ と の 距 離 Ｌ を 検 出 す
る 距 離 検 出 部 ３ ７ と 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ が 検 出 し た 物 体 の 位 置 Ｐ を 検 出 す る 位 置 検 出 部 ３
８ と か ら な る 検 出 部 ５ ０ と 、 判 別 部 ４ ４ に よ る 判 別 結 果 、 及 び 検 出 部 ５ ０ に よ っ て 検 出 さ
れ る 距 離 情 報 及 び 位 置 情 報 に 基 づ い て 、 圃 場 の 状 況 を 認 識 す る 認 識 部 ３ ９ と か ら 主 に 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 記 憶 部 ３ ３ に は 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ が 検 出 し た 物 体 が 、 圃 場 に 植 生 さ れ る 農 作 物
で あ る か を 判 別 部 ４ ４ が 判 別 す る 際 の 判 別 情 報 と な る 、 圃 場 に 植 生 さ れ る 農 作 物 の 形 状 等
の 農 作 物 情 報 ４ ２ を 複 数 記 憶 さ せ た 情 報 群 ４ ０ が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 圃 場 走 行 装 置 １ を 水 田 で 使 用 す る 場 合 の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る
。 こ こ で 、 板 部 ６ ｂ は 、 支 持 柱 １ ０ に 沿 っ て 板 部 ６ ｂ が 水 稲 Ｒ の 上 部 に 接 触 す る 高 さ Ｈ ま
で ス ラ イ ド さ せ 、 ね じ 孔 １ １ に ね じ １ ３ を 挿 入 し て 固 定 し て お く 。 ま た 、 予 め 情 報 記 憶 部
４ ０ に は 判 別 す べ き 水 稲 Ｒ の 情 報 が 記 憶 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 述 し た よ う に 、 圃 場 走 行
装 置 １ の 各 構 成 に は 、 電 池 ８ か ら 電 力 が 供 給 さ れ 、 稼 動 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 圃 場 走 行 装 置 １ が 水 田 に 配 置 さ れ る と セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ は 、 超 音 波 の 送 受 信 を
開 始 し 、 受 信 し た 超 音 波 信 号 を コ ン ト ロ ー ル 部 ３ ０ 内 の 判 別 部 ４ ４ 及 び 検 出 部 ５ ０ に 送 出
す る 。 こ こ で 、 判 別 部 ４ ４ は 、 情 報 群 ４ ０ に 記 憶 さ れ る 水 稲 Ｒ の 農 作 物 情 報 ４ ２ に 基 づ い
て 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ が 検 出 し た 物 体 が 圃 場 で 育 成 さ れ る 水 稲 Ｒ で あ る か を 判 別 す る 。
　 ま た 、 検 出 部 ５ ０ に お い て は 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ の 情 報 に 基 づ い て 、 距 離 検 出 部 ３ ７ は
セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ が 検 出 し た 物 体 と 圃 場 走 行 装 置 １ と の 距 離 Ｌ を 検 出 し 、 位 置 検 出 部 ３ ８
は セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ が 検 出 し た 物 体 の 位 置 Ｐ を 検 出 す る 。 そ し て 、 認 識 部 ３ ９ は 、 判 別 部
４ ４ と 検 出 部 ５ ０ の 情 報 に 基 づ い て 、 水 稲 Ｒ と 、 圃 場 走 行 装 置 １ の 走 行 に 支 障 を 来 す 可 能
性 の 高 い 障 害 物 と の 位 置 等 か ら 圃 場 の 状 況 を 認 識 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 駆 動 パ タ ー ン 決 定 部 ３ ４ は 、 認 識 部 ３ ９ の 認 識 に 基 づ い て 圃 場 走 行 装 置 １ が 水
稲 Ｒ を 跨 い だ 状 態 で 、 一 対 の ク ロ ー ラ ２ に よ っ て 水 稲 Ｒ を 踏 み 潰 す こ と の な い 駆 動 パ タ ー
ン ３ ２ を 決 定 し 、 決 定 し た 駆 動 パ タ ー ン ３ ２ を 駆 動 パ タ ー ン 群 ４ １ か ら 抽 出 す る 。 そ し て
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、 駆 動 パ タ ー ン 制 御 部 ３ ５ は 抽 出 さ れ た 駆 動 パ タ ー ン ３ ２ に 基 づ い て モ ー タ ７ ａ ， ７ ｂ を
制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 圃 場 走 行 装 置 １ は 圃 場 内 で の 走 行 を 開 始 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 圃 場 走 行 装 置 １ の 走 行 中 に 、 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ が ク ロ ー ラ ２ の 進 行 方 向 に 水 稲
Ｒ ま た は 走 行 に 支 障 を 来 す 可 能 性 の 高 い 障 害 物 を 検 出 し た 場 合 に は 、 駆 動 パ タ ー ン 決 定 部
３ ４ は 、 ク ロ ー ラ ２ に よ っ て 水 稲 Ｒ を 踏 み 潰 す こ と な く 、 走 行 に 支 障 を 来 す 可 能 性 の 高 い
障 害 物 を 回 避 で き る 進 路 を 決 定 し 、 前 述 し た よ う に 、 モ ー タ ７ ａ ， ７ ｂ を 制 御 す る こ と に
よ り 、 圃 場 内 で の 走 行 を 続 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 圃 場 走 行 装 置 １ の 走 行 中 は 、 ク ロ ー ラ ２ の 一 部 が 水 田 の 土 壌 Ｓ に 沈 み 込 ん だ 状 態 で 回 転
す る こ と に よ り 、 ク ロ ー ラ ２ の 周 囲 の 土 壌 Ｓ を 掻 き 起 こ す と と も に 雑 草 を 掘 り 起 こ し 、 ま
た は 進 行 方 向 に 生 育 す る 雑 草 や 病 害 虫 を 土 壌 に 押 付 け 、 そ れ 以 降 の 繁 殖 を 抑 制 す る 。 ま た
、 走 行 経 路 外 に 生 育 す る 雑 草 に は 、 ク ロ ー ラ ２ に よ っ て 跳 ね 上 げ ら れ た 土 壌 Ｓ が 付 着 さ せ
る こ と に よ り 、 雑 草 は 光 合 成 を 阻 害 さ れ 、 枯 死 に 至 る 。 こ れ に よ り 、 圃 場 内 の 雑 草 は 取 り
除 か れ 、 農 作 物 へ の 日 当 た り や 風 通 し が 改 善 さ れ る た め 、 農 作 物 の 育 成 が 促 進 さ れ る 。 こ
こ で 、 ク ロ ー ラ ２ は 本 発 明 に お け る 繁 殖 抑 制 手 段 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 前 述 の よ う に 一 対 の ク ロ ー ラ ２ が 土 壌 Ｓ を 掻 き 起 こ す こ と に よ り 表 面 の 土 壌 Ｓ は
水 Ｗ と 混 合 さ れ 、 酸 素 と 水 Ｗ を 含 ん だ 柔 ら か い 状 態 に な る と と も に 、 土 壌 Ｓ が 攪 拌 さ れ る
こ と に よ り 、 土 壌 Ｓ 中 に 発 生 す る 有 毒 ガ ス で あ る メ タ ン ガ ス や 硫 化 水 素 ガ ス 等 を 外 部 に 排
出 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 良 質 の 土 壌 環 境 が 作 ら れ 、 農 作 物 の 育 成 が 促 進 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 圃 場 走 行 装 置 １ の 板 部 ６ ｂ の 底 面 は 水 稲 Ｒ に 接 触 し な が ら 移
動 す る 。 こ こ で 、 板 部 ６ ｂ に 接 触 し た 水 稲 Ｒ は 一 時 的 に 傾 け ら れ 、 そ の 後 に 開 放 さ れ る 。
こ の 開 放 に よ る 反 動 で 、 水 稲 Ｒ に 振 動 が 与 え ら れ る 。 ま た 、 一 対 の ク ロ ー ラ ２ が 走 行 す る
こ と に よ り 水 田 に 水 波 が 生 じ 、 水 波 の 波 紋 が 水 稲 Ｒ の 茎 葉 に 当 た る こ と に よ っ て も 水 稲 Ｒ
は 振 動 す る 。 こ れ に よ っ て 水 稲 Ｒ の 茎 葉 に 生 息 す る 病 害 虫 や 、 露 及 び 降 雨 等 に よ っ て 水 稲
Ｒ に 付 着 し た 水 滴 を 落 下 さ せ る こ と が で き 、 水 稲 Ｒ を 病 害 虫 や 病 害 に よ る 被 害 か ら 守 る こ
と が で き る 。 な お 、 板 部 ６ ｂ の 高 さ Ｈ は 前 述 し た よ う に 、 予 め 水 稲 Ｒ の 生 育 状 況 に 合 わ せ
て 調 整 さ れ て い る た め 、 接 触 に よ り 水 稲 Ｒ に ダ メ ー ジ を 与 え る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 に つ い て 好 適 な 実 施 形 態 を 挙 げ て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 以 下 に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て
、 改 良 及 び 設 計 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 の 圃 場 走 行 装 置 １ に お い て 、 一 対 の ク ロ ー ラ ２ を 示 し た が 、 こ れ
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 タ イ ヤ 等 で あ っ て も 構 わ な い 。 さ ら に 、 検 出 手 段 と し て 超 音
波 式 の セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ を 利 用 し 、 主 に 圃 場 走 行 装 置 １ の 周 囲 の 状 態 を 検 出 す る も の を 示
し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 レ ー ダ や 映 像 を 利 用 し た 検 出 装 置 や 、 あ る い は
衛 星 か ら の 信 号 を 利 用 し た Ｇ Ｐ Ｓ 装 置 等 に よ っ て 、 圃 場 走 行 装 置 １ の 絶 対 的 な 位 置 を 検 出
す る も の で あ っ て も 構 わ な い 。 さ ら に 、 自 立 走 行 可 能 な 圃 場 走 行 装 置 １ を 提 示 し た が 、 こ
れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 有 線 に よ っ て 接 続 さ れ た コ ン ト ロ ー ラ ま た は 無 線 用 の コ ン
ト ロ ー ラ 等 を 用 い て 作 業 者 が 操 作 す る も の で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 圃 場 走 行 装 置 １ に お い て 、 水 田 に て 使 用 す る も の を 提 示 し た が 、 こ
れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 畑 地 ま た は 樹 園 等 の 水 田 以 外 の 圃 場 に お い て 使 用 し て も 構
わ な い 。 さ ら に 、 高 さ 調 整 手 段 と し て 支 持 柱 １ ０ に 設 け た ね じ 孔 部 １ １ に ね じ １ ３ を 挿 入
し て 固 定 す る も の を 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ガ ス ス プ リ ン グ の 伸 縮 に
よ り 板 部 ６ ｂ を 所 望 の 高 さ 位 置 に 調 整 す る 等 、 そ の 他 の 手 段 で 高 さ を 調 整 す る も の で あ っ
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て も 構 わ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 圃 場 走 行 装 置 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 圃 場 走 行 装 置 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 圃 場 走 行 装 置 の 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 圃 場 走 行 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 圃 場 走 行 装 置 の 使 用 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 圃 場 走 行 装 置 に お け る コ ン ト ロ ー ル 部 の 機 能 的 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ 　 圃 場 走 行 装 置
　 ２ ａ ， ２ ｂ 　 ク ロ ー ラ （ 走 行 手 段 、 繁 殖 抑 制 手 段 、 走 行 部 ）
　 ３ 　 装 置 本 体
　 ６ ｂ 　 板 部 （ 振 動 付 与 手 段 ）
　 ７ ａ ， ７ ｂ 　 モ ー タ （ 駆 動 手 段 ）
　 １ ０ 　 支 持 柱 （ 高 さ 調 整 手 段 ）
　 １ １ 　 ね じ 孔 部 （ 高 さ 調 整 手 段 ）
　 １ ３ 　 ね じ （ 高 さ 調 整 手 段 ）
　 ３ １ 　 状 況 認 識 部 （ 状 況 認 識 手 段 ）
　 ３ ２ 　 駆 動 パ タ ー ン
　 ３ ３ 　 記 憶 部 （ 駆 動 パ タ ー ン 記 憶 手 段 ）
　 ３ ５ 　 制 御 部 （ 走 行 駆 動 制 御 手 段 ）
　 ３ ６ 　 駆 動 パ タ ー ン 制 御 部 （ 駆 動 パ タ ー ン 制 御 手 段 ）
　 Ｓ １ ， Ｓ ２ 　 セ ン サ （ 検 出 手 段 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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